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２０２６年度（令和 8年度）事業計画 

〇基本方針 

 一般社団法人 小平市国際交流協会は、「市民主体の国際交流並びに在住外国人への支援

を推進することにより、国際相互理解と地域の多文化共生を図り、日本人・外国人が互いに

連携し、生活上の様々な課題の解決を進められる住みよい地域に寄与する」ことを目的とし、

その実現に向けた事業を展開しています。 

 多文化共生については、外国人住民を一時的な滞在者ではなく地域の生活者ととらえ、そ

の多様なニーズに応えることを念頭に、国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的差異

を認め合い、対等な関係を築き、地域社会の構成員として共に生きていける多文化共生の地

域づくりを目指してまいります。 

 国際交流、国際理解事業についても、この多文化共生の理念に基づき、単なる友好親善に

とどまらない関係を築くことに努め、ボランティア会員による自発的かつ主体的な活動をも

とに、日本人・外国人が互いに協力して取り組める事業としてまいります。 

〇法人化後の KIFA の現況 

2026 年度（令和 8 年度）は、KIFA が 2022 年（令和４年）４月に法人設立して 5 年目の年

にあたります。 

 2014 年（平成２６年）の「小平市国際交流協会のあり方検討」では、地域で暮らす外国籍

住民が自立できるような「支援」事業を核とした「多文化共生」を進めるべきとの方針が決

まりました。 

 2021 年度（令和３年度）には、「多文化共生に関する提言」として、KIFA として取り組

むべき多文化共生の事業は、次のとおりとしました。 

① 外国籍住民への言語支援（日本語及び母語） 

② 外国籍住民への生活支援（生活相談及び情報提供） 

③ 外国籍住民への防災支援 

④ 外国籍住民（とくに海外ルーツの子ども）への学習支援 

⑤ 外国籍住民への交流支援 

〇外国人をめぐる国、小平市等の動向 

（１）国の動向 

海外活力の取り込みを進めつつ、国民の安心・安全を確保するため、外国人との秩序ある共生社

会の実現に向けて、外国人材の受入れ・ 共生に関する検討がなされています。  
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（２）小平市の動向 

  2023 年度（令和５年度）から 2032 年度（令和１４年度）を計画期間とする「小平市文化スポー

ツ推進計画」が策定され、施策として「多様性への理解と多文化共生社会づくり」が掲げられまし

た。 2024 年４月、地域振興部市民協働・男女参画推進課に、多文化共生担当を配置しました。 

  2025 年度（令和 7 年度）は、市内の外国人と日本人を対象とした「多文化共生に関するアンケー

ト」を 9 月に実施しております。 

 【対象者・人数】 市内在住の 18 歳以上の外国人 ・2000 人    

  2026 年(令和８年２月４日)小平市の記者会見で、令和８年度予算案が紹介されました。 

  多文化共生に関しては、新規事業として「（仮称）多文化共生推進基本方針の策定」 

 事業費 3,493 千円、事業の概要として「方針策定、多文化共生に関する講演会・パネルディスカッ

ション」 が示されました。                                                                                                                                                    

 

〇方針 

 １ KIFA を目立たせます 

現在、６千人を超える外国人人口から推測すると KIFA の日本語会話教室に申し込 

む人数は圧倒的に少数で、市民や外国人住民に当協会が周知されていないのが現状です。日本

語会話教室でのチラシ配りなど、それぞれのボランティア活動を通して当協会を市民や外国人

住民に周知していくことが必要です。 

２ 地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業への取組 

近年の急激な外国人の増加を受け、2019 年には「日本語教育の推進に関する法律」が、施 

   行され、自治体が主導する地域日本語教室の体制整備が全国的に推進しております。 

KIFA では、地域日本語教室のボランティア養成講座等を実施する「地域日本語教育の総合的 

な体制づくり推進事業※」に取り組み、外国人の皆さんが日本語で円滑にコミュニケーション

をはかれるような学習の機会を提供し、地域社会の一員として、ともに生きる環境を整えてま

いります。  

※外国人が地域で安心して生活できるよう、日本語学習の機会と支援体制を自治体が中心となっ

て整備する国の補助事業です。市は都から財政支援を受けて、KIFAに補助金を支出し KIFAは地域

日本語教育コーディネーターを配置します。 

 

〇予算編成について 

    KIFA の財政運営については、コロナの影響や語学学習方法の多様化など受講者数が減少し

たことにより、収入が落ち込んでおります。このため、ボランティアグループが取り組んでい

る事業に極力支障がきたすことがないよう予算の見直しが必要です。 
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○各事業計画 

Ⅰ 多文化共生に関する事業         

事業名・担当 事業内容 

(１)日本語会話教室    

①日本語会話教室(おとな) 

担当（日本語会話教室グループ） 

  

 

 

 

②日本語会話教室(保育) 

担当（保育グループ） 

 

 
 
③コミュニケーションクラス 

担当（日本語会話教室グループ） 

 

  

 

④JLPT 模擬試験＆解説 

（春・秋開催） 

担当（日本語会話教室グループ） 

 

⑤「地域日本語教育の総合的な体

制づくり推進事業」の実施 

担当 (事務局) 

 

 

外国人が地域で暮らすために必要な日本語を学ぶ、レベ

ル別のグループレッスンです。指導者は日本語教師の資格

をもった KIFA ボランティアです。 

〇受講料   5 回 1,500 円または 1 回 350 円(チケット制) 

〇開講日 月曜日（午前）・金曜日（夜間）・土曜日（午前） 

. 

 

月曜日と土曜日は、授業の間はボランティアが登録した

こども（6 ヶ月～8 才）を 預かります（保育）。 

 茶話会の実施  

 

文化庁の「生活者としての外国人」のための日本語学習

サイト「つながるひろがるにほんごでのくらし」を使った

会話練習の教室です。 

〇開講日 木曜日 午前 10:30～12:00 

 

日本語学習者の日本語能力試験（JLPT）受験を支援するた

め、Ｎ2～Ｎ4 の模擬試験と解説の講座を開講します。 

春と秋 土曜日 

 

 

〇日本語教室等指導者養成講座 

〇（仮称）「にほんごサロン」 

(２)こども日本語・学習支援   

担当(こども日本語・学習支援グル 

ープ） 

 

 

 

 

 

②小学校準備教室 

担当(こども日本語・学習支援グル 

ープ） 

外国につながるこどもたちに KIFA のボランティアが日

本語と学校の勉強のサポートをします。 

 ひとりひとりのニーズによって 個別に対応します。 

毎週水曜日 午後 4:10～5:40 ／ １学期 1,000 円  

保護者会の実施  

 

小学校に入学する親子のための教室を開講します。外国出

身の親子のための教室です。ひらがなの練習や あいさつ

などを勉強します。 

① 毎週土曜日午後 5 回 ② 無料 

 

(３) 小平市日本語発表会   

担当（小平市・事務局） 

協力 市内の地域日本語会話教

室及び小平市国際交流協会

日本語教室 

小平市における日本語学習の成果を発表する統一的な

場を設定し、スピーチを広く市民の方々に聞いてもらうこ

とにより、多文化共生の促進を図る目的にします。 

① 開催日 未定 ／②開  場 未定 
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(４) 翻訳・通訳事業   

 担当（翻訳・通訳チーム） 
市役所や小中学校等の諸手続きなどに関し、ボランテ 

ィアによる通訳・翻訳サービスを実施します。 

①定例会を開催し、ボランティア同士の情報支援や勉強の

場をつくります。 

②他事業グループが主催する事業の広報チラシなどの翻訳

協力・通訳協力します。 

③行政機関からの依頼により通訳を派遣します 

④行政機関からの文書翻訳依頼への対応します 

⑤コミュニティ通訳講習会の開催 

⑥「やさしい日本語」担当をサブグループに位置付け、勉

強会と文書のリライト発行を推進します。 

 

(５) 生活情報提供    

担当（生活情報提供チーム） 

① 保護者向けの入学準備相談

会 

 

②多文化カフェ 

 

①外国人の抱える課題を探り、必要としている生活情報 

の提供を行い日常生活の利便性を図るため、テーマ別の

説明会あるいは個別相談形式による事業を実施します。 

 

②外国人への情報提供および在住外国人の居場所と同時に

外国人のニーズ収集も行います。 

(６回開催予定) 

 

（６）災害時外国人支援センター運営   

担当（災害時対応チーム） 

 

小平市との「災害時における語学ボランティア活動に関

する協定」及び小平市地域防災計画に基づき、外国人へ情

報提供を行う災害人外国人支援センターとしての機能を果

たせるように努めます。 

①日本語会話教室の授業終了後に防災クイズ等の実施 

②外国人が参加しやすい防災訓練の検討(立川防災館ツア

ーなど) 

③災害時翻訳シミュレーション(ロールプレイ)訓練の参加 

 

 

Ⅱ 国際交流に関する事業  

事業名・担当 事業内容 

（１） スポーツ交流の促進  

 担当（事務局・交流イベントグループ） 
市内で実施されているスポーツイベントに外国人の 

参加を図り、スポーツを通じた交流を促進します。 

・市民駅伝大会 (2 月)  

 
（２） 交流イベント   

担当（交流イベントグループ） 

 

時宜に応じた交流機会を設定し相互理解を深め 

ます。 

高尾山ハイキング／懇親会／たこ焼きパーティーなど 

 

 

Ⅲ 国際理解に関する事業  

(１)国際こどもクラブ    

担当（国際理解講座グループ） 

留学生等の講師による多文化理解講座と、外国人英 

語講師による英会話レッスンです 

期  間   6 月～７月（土曜日の午後実施） 

回  数   5 回 
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 対  象   小学校 2～4 年生 

参加費   5,000 円 

定  数   1 クラス 15 人 

 

（２）英会話教室    

担当（事務局） 

 

ネイティブの講師により、英会話力の向上を図りま 

す。語学力に磨きをかけることによって、協会プログ 

ラムやボランティア活動への参加を図ります。 

初級、初中級、中級、中上級のレベル別クラスを設置 

します。 

 

(3)外国語会話教室 

担当（事務局） 

 

国際理解や国際親善を始めるための一歩としての外国

語会話教室を開催します。 

 イタリア語・中国語 

 

（４）多文化理解講座 in English   

担当(国際理解講座グループ） 

 

各国からの留学生等に自分の国を英語で紹介してもら

います。ネイティブだけでなく、いろいろな国の英語に

親しむことができます。 

10 月～11 月 3 回 参加費  

 

（５） 世界の料理紹介   

担当（世界の料理紹介グループ） 

いろいろな国の料理を皆で一緒に作って食べます。日

本語会話教室の学習者など外国の人に講師を依頼しま

す。 

 

 

Ⅳ 情報収集、調査研究及び広報 

（１） 機関紙発行   

担当（機関紙グループ） 

 

  協会で行った事業を取材したり、外国人インタビュ

ーや特集記事を企画して、記事を執筆、校正、レイア

ウトの編集をして、機関紙を発行します。 

  

（２） 情報紙(ミニレター)の発行    

担当（事務局） 

 

 協会で行う行事などを中心に編集し、情報紙を 

自前で作成・発行する。 

 
（３） 電子情報の発信  

担当（事務局） 

ホームページによる情報発信 

 

 

□令和 8 年度に廃止を検討している事業 

事業名・担当 事業内容 

（１） ホームビジット    

担当（事務局） 

ホスト KIFAの会員 

外国人に日本の家庭を訪問する機会を提供し、市民 

レベルの国際交流を推進します。参加希望の外国人 

（ゲスト）毎に、KIFA 普通会員よりホストを募集し 

て、訪問家庭を決定します。受け入れ家庭がゲストの 

希望をヒアリングして、半日程度の家庭訪問を実施。 

① 場  所   各家庭 

 

 


